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論文の内容の要旨 
今井 惠理氏の博士学位論文は、成人 IgA腎症の長期予後に関する検討：可能な限りの追跡調査を実施 
した単施設コホートによる検討をしたものである。その要旨は以下のとおりである。 
 Immunoglobulin A (以下 IgA)腎症は、 1968 年に発見された世界で患者数の最も多い糸球体腎炎であ
る。 IgA 腎症は尿タンパク量が少なく、腎機能障害進展も緩徐なため、1980 年代までは腎予後は良好





より正確な IgA 腎症の長期腎予後を把握することを目的とした。 
対象と方法 
本研究は、筑波大学附属病院で 1985 年から 2004 年までに腎生検を施行した 1,277 例のうち、IgA 腎








対象となる 267 例の追跡期間は平均 13.8±8.9 年、159 例（59.7％）が男性であった。平均年齢は 37.7
歳、平均推定糸球体濾過率(estimated glomerular filtration rate, eGFR)は 69.7 mL/min/1.73m2平均 1
日尿タンパク量は 1.3g。現在または過去の喫煙歴があるものは 165 例中 67 例（40.6％）、高血圧既往
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があるものは 90 例（34.7％）であった。生検 1 年以内の治療内容は抗血小板薬が 231 例（86.8％）、抗
凝固薬 67 例（25.1％）、経口副腎皮質ステロイド 109 例（40.9％）、ステロイドパルス療法 7 例（5.3％）、 
口蓋扁桃摘出術 13 例（9.8％）、RAS 阻害薬が 63 例（23.6％）であった。 腎生存率は 5 年で 93.4％、













著者は、成人型 IgA 腎症の長期予後は、10 年および 20 年腎生存率がそれぞれ 83.6％、72.5%であった、
と結論している。また、長期予後調査を実施する際に問題となる通院脱落症例に対処するために、診療録以外






本研究で著者は、成人 IgA腎症の長期予後を検討し、10年および 20年腎生存率がそれぞれ 83.6％、72.5%
と既存報告より良好であることを明らかにした。この結果は、成人 IgA 腎症の治療や経過観察等に大きな影響を
持ち、臨床的意義が高い研究成果と評価される。また、長期予後調査を実施する際の研究手法としての問題点
の解決のため、質問紙票を用いて通院脱落症例の調査を行い、その群の特徴を明らかにした点も独自性があ
る。 
令和元年 12月 26日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について説明を求
め、関連事項について質疑応答を行い、最終試験を行った。その結果、審査委員全員が合格と判定した。 
よって、著者は博士（医学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものと認める。 
 
